
『小学校英語教育学会誌』（JES Journal Vol.27）投稿要領 

 

『小学校英語教育学会誌』 (JES Journal) は，小学校英語教育学会の発行する査読付き学会誌で

ある。本学会誌は，小学校の英語教育に関する研究及び実践に関して，実証的，実践的または，

理論的に優れた論文を掲載する。 

本学会誌への投稿に際しては，本「投稿要領」及び「執筆要領」，所定のテンプレートやサンプ

ル（学会 Web サイト「 JES 各委員会」 >「学会誌編集委員会」ページ  [https://www.e-

jes.org/committee/journal/] に掲載）をよく確認の上，これらに従うこと。 

 

1．投稿資格・対象 

• 小学校英語教育学会の会員のうち，2026年度の全国大会にて自由研究発表またはJESブロッ

ク共同研究発表を行った者が投稿資格を有する。 

• 自由研究発表に基づく原稿は，1人2編まで投稿できる（筆頭著者となれるのは1編のみ）。加

えて，JESブロック共同研究発表に基づく原稿を1編投稿できる。 

• 注意事項 

・原則として，発表時点からの執筆者の追加や削除は認められない。発表時点からの執筆者

の加除について妥当な理由がある場合は，投稿期間初日からさかのぼって2週間前（投稿

期間が月曜日から開始の場合は2週間前の月曜日）の日本時間23:59:59までに，JES学会誌

編集委員会に連絡し，承認を得ることで執筆者を変更することができる。 

・なお，JESブロック共同研究発表に基づく原稿の場合，ブロック共同研究メンバーとして登

録されている者であれば，全国大会での発表者ではない場合でも執筆者として追加するこ

とができる。その場合も上記の手続きによってJES学会誌編集委員会に事前に申請し，執

筆者の追加について承認を得ること。 

2．原稿種別 

• 原稿の種別は，以下の「研究論文」または「実践論文」とする。 

【研究論文】関連する先行研究を踏まえて，新たな視点・解釈を提供し，適切かつ妥当な研究

方法により，小学校の英語教育の学術研究・授業実践の発展に寄与する研究成果

を十分な論拠・証拠をもって導き出しているものとする。 

【実践論文】関連する先行実践例や先行研究を踏まえて，授業改善に有効であると考えられる

方法を実践し，その内容と結果を適切に記述することで，授業改善や実践研究の

発展に寄与する情報を提示しているものとする。 

• なお，上記の投稿原稿のほか，JES課題研究に採択された研究については，課題研究 募集要

項に従い，JES課題研究委員会の試読を経て，その最終報告を本学会誌に掲載することとする。

課題研究の報告書については，査読なし扱いとする。 

3．投稿条件 

• 2026年度の全国大会で自由研究発表またはJESブロック共同研究発表として発表された内容

に基づくものとする。 

• 原稿は未発表のものに限り，他誌への同時投稿（二重投稿）を行ってはならない。 

• 原稿は，「執筆要領」やサンプル，テンプレートに従い，日本語または英語を主として執筆さ

れたものとする。 

4. 投稿方法 

• 投稿受付期間：日本時間 2026年 8月 24日（月）〜8月 30日（日）23:59:59（7日間） 

• 投稿先：学会Webサイト（https://www.e-jes.org/committee/journal/）上の投稿フォーム 



• 投稿ファイル：次の2種類のファイルを，それぞれWord，PDF形式にて提出する。ファイル名

は，投稿者（筆頭著者）の姓名を半角英字（小文字）で記載し，続けて，括弧書きでファイ

ル種別を日本語で記載したものとする。 

                        例：投稿者が「紀要花子」の場合 

（1）完全原稿である「事務局保管用原稿」      kiyohanako（事務局保管用） 

（2）執筆者情報を秘匿した「査読用原稿」      kiyohanako（査読用） 

 

注意事項： 

・「査読用原稿」は，著者名・所属機関名及び著者を特定可能な情報（謝辞，研究資金，自

己引用等）を適切に匿名化した原稿を指す。具体的には，「事務局保管用」原稿について，

執筆者を特定可能な情報を，その文字数分の X（英語大文字）で置換すること。 

・投稿フォームには，投稿者情報等の入力欄や，様式等に関する確認項目が設けられている。

投稿前にこれらの項目や，本「投稿要領」及び「執筆要領」を十分確認すること。 

• 投稿時の留意点：投稿前にコンピューター及び投稿ファイルにウィルス感染がないことを確

認すること。 

• 投稿後の連絡：JES Journal 投稿フォームで送信した後，受理メールが自動的に投稿者及び共

著者全員に返信される。3 日以内に受理メールが届かない場合は，速やかに学会誌編集委員

会事務局にメールで問い合わせること。 

5. 投稿原稿の取り扱い及び査読プロセス 

• 査読はダブルブラインド方式で実施される。 

• 投稿原稿のうち，JES学会誌編集委員会の担当委員による確認を経たものが査読対象となる。

以下の事項を満たしていない原稿は，査読の対象としない。 

 ・投稿者・投稿内容が「投稿資格・対象」の基準を満たしている 

 ・原稿が所定のテンプレートに基づいて作成され，「執筆要領」で規定されたページ数であ

る 

• 査読対象となった原稿は，2名の査読者により審査される（1次審査）。査読の評価観点と内容

は以下の通りである。 

 

【研究論文】 

1. 独創性：関連する先行研究を踏まえながら新しい視点や解釈を提示し，研究に適切な意

義づけを行っているか。 

2. 研究内容：研究の方法は明確に記述・解説されるとともに適切かつ妥当であり，なおか

つ，研究結果について十分な論拠・証拠を開示しているか。 

3. 論理性・表現：論旨に一貫性があり，表現が適切であるか。 

4. 意義・貢献：研究成果が小学校における学術研究・授業実践にとって意義があり，小学

校英語教育の発展に寄与する可能性があるか。 

5. 全体評価：研究論文として全体的な完成度が高いか。 

【実践論文】 

1. 独創性：関連する先行実践を踏まえながら新しい実践を行い，その実践に適切な意義づ

けを行っているか。 

2. 実践内容：実践の内容は明確に記述・解説されるとともに適切かつ妥当であり，なおか

つ，実践結果について具体的根拠に基づいて的確な考察・省察を行っているか。 

3. 論理性・表現：論旨に一貫性があり，表現が適切であるか。 

4. 意義・貢献：実践成果が小学校における授業実践・実践的研究にとって意義があり，小

学校英語教育の発展に寄与する可能性があるか。 



5. 全体評価：実践論文として全体的な完成度が高いか。 

 

• 担当編集委員が査読者の評価を取りまとめ，査読の結果は，編集委員会に報告され，承認を

受ける。1次審査の結果は，「採用」「採用候補」「不採用」のいずれかとし，投稿締切日から

原則として3ヶ月以内に，投稿者（筆頭著者）にその結果がメールにて通知される。1次審査

の結果「採用候補」となった原稿については，査読コメントを踏まえた原稿の修正及び再提

出を求める。 

• 再提出された「採用候補」原稿は，原則として，1次審査と同じ査読者による審査（2次審査）

を受け，担当編集委員が査読者の評価を取りまとめる。「採用候補」原稿に関する最終的な査

読（2次審査）結果は，「採用」または「不採用」とし，編集委員会の承認を経て，投稿締切

日から原則として4ヶ月以内に，投稿者（筆頭著者）にメールにて通知される。なお，上記の

査読結果に関する質問や問い合わせは一切受け付けない。 

6．採用原稿の校正及び取り扱い 

• 採用が決定した場合は，完成原稿の提出を求める。完成原稿では，最終の査読コメントへ

の対応のための修正と，形式的な誤りの修正を除き，原則として内容の加除は認めない。 

• 著者校正は原則として初校のみとする。また，書式等の修正を編集委員会が行うことがあ

る。 

7．刊行後の取り扱い 

• 本学会誌に掲載された投稿原稿を無断で複製あるいは転載することを禁じる。著作権は小学

校英語教育学会（JES）に属し，複製あるいは転載する場合には文書による承諾を受けること

とする。 

• 掲載されたすべての研究論文・実践論文は刊行 1 年後を目処に電子化して，国立研究開発法

人科学技術振興機構（JST）が運営する「科学技術情報発信・流通総合システム」(J-STAGE)

に登録する。 

8．投稿にあたっての倫理的指針 

(1) 二重投稿の禁止 本誌または他の学会誌に掲載済み・投稿中の原稿と同じ内容で投稿するこ

とは認めない。 

(2) 研究不正の禁止 捏造，改ざん，盗用，剽窃，不適切なデータ収集を厳に禁ずる。 

(3) 著者資格 著者は，研究の構想，実施，分析，論文執筆に実質的な貢献をした者に限る。 

(4) 人工知能（AI）の利用 AIは著者になることができない。論文執筆にあたり，AIツールを活用

した場合は，使用したツール名，版，提供元，使用箇所および利用内容を記載すること。なお，

AIを利用した場合であっても，AIを用いて生成した内容を含む論文に関する一切の責任は著

者が負う。 

(5) 人を対象とする研究における配慮 人を対象とする研究の場合，必要な場合に倫理審査委員

会の承認を得る，対象者からインフォームド・コンセントを取得する，個人情報・プライバシ

ーを保護する，匿名化処理を徹底するなど，適切な手続きで研究を行い，必要な場合はその手

続きを原稿中に記載すること。 

(6) 利益相反 研究に関して経済的・人的・組織的な利害関係（利益相反）がある場合には，開示

すること。利益相反がない場合も，その旨を記載すること。 

(7) 倫理違反への対応 倫理違反が認められた場合，投稿の却下，掲載後の撤回，関係機関への通

知等の措置をとる。著者はこれらの措置に従う義務を負う。 

9．投稿に関する問い合わせ 

• 投稿に関する問い合わせ先：JES学会誌編集委員会 事務局 (jesjournal27@gmail.com) 

• なお，原稿は投稿フォームから受け付けており，上記メールアドレスへ論文を送付しても受

理されないので注意すること。 


